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1. ジャパンサーチのおさらい
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デジタルアーカイブの分野横断プラットフォームです

書籍等 文化財 美術品 公文書

地域資料 自然史資料 メディア芸術 etc.

ジャパンサーチとは

連携するデジタルアーカイブをまとめて検索・閲覧・活用できます

検索：キーワード検索 画像AI検索

活用：電子展示会の作成

共同キュレーション etc.
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なぜ “キュレーション” ワークショップ？

デジタルアーカイブを構築して、ジャパンサーチにも連携した！

この事業は終わり！！

ではなく…
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なぜ “キュレーション” ワークショップ？

デジタルアーカイブを構築して、ジャパンサーチにも連携した！

その1つの方法としてのキュレーション活動

このデジタルアーカイブをどうやって盛り上げよう？

このデジタルアーカイブに関わる人をどうやって増やそう？

キュレーション
特定のテーマに沿って、コンテンツを収集、選別、
編集し、新たな価値を付与していくこと
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キュレーション活動による利活用推進

デジタルアーカイブ
構築

デジタルアーカイブ
連携

デジタルアーカイブ
利活用推進

フィードバック
共有

サービス改善

• 書誌/目録（メタ
データ）の作成

• 諸権利の確認とライ
センス情報の付与

• 資料のデジタル化

• システムの構築

• メタデータ標準化

• 分野や地域のポータ
ルサイト等と連携

• ジャパンサーチ連携

• リンクトデータ等の
提供

• ウェブ展示の作成

• 教育活用

• SNS等での発信

• 活用者の支援

• コミュニティ醸成

• ユーザからのフィード
バック

• 事例の共有、情報交換

• UI/UXも含めたサービ
スの改善

本ワークショップが扱う
キュレーション活動
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ジャパンサーチのキュレーション機能が見据えるコト

デジタルアーカイブに関わる人を増やすことで、

長期にわたってデジタルアーカイブを維持し、各地の記憶を未来に伝えていく

コンテンツをつなぎ、 人もつなぐ

キュレーション活動
電子展示会（ギャラリー）

さまざまな切り口から新しい気づきを提供

分野・地域を横断して資料をつなぐ

共同キュレーション（ワークスペース）

共に学ぶアクティブラーニングをサポート

資料から気づきを得て、理解を深める
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2. ジャパンサーチのキュレーション機能
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ギャラリーとは
連携するコンテンツ（画像）とテキストでつくる電子展示会

ギャラリーの概要

ギャラリーの役割

ユーザの情報探索を支える 幅広い表現を実現する
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• 見るだけで楽しめるページ
• 資料の魅力や資料間のつながりを表現

• 自由度の高いデザイン
• 年表や地図表示などの豊富な機能



ギャラリー作成の流れ（一例）

作成開始
テーマは

決まっているか

テーマのアイデア出し

テーマに関する
資料を検索

Yes

No

完成！

資料の量・質は
十分か

整理

検索

構想
内容検討

Yes

解説・諸注意事項を記載する
レイアウト・デザインを整えるギャラリーに並べる

No

検索キーワードを広げる
画像検索も試す

テーマの幅を広げる

テーマと紹介資料を確定

見せ方を検討する
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トップ画像

タイトル等

さまざまなパーツを追加可能
（テキスト、画像、年表など）

ギャラリーの操作方法（編集ページトップ）
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ギャラリーの操作方法（パーツ追加）

追加できるパーツ
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ギャラリーの操作方法（テキストパーツ）

拡大
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ギャラリーの操作方法（画像パーツ）

画像を追加

見せ方を調整

キャプションを追加
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ギャラリーの操作方法（画像の指定方法）

外部のURLを指定して表示
※利用条件は要確認

ジャパンサーチの連携コンテンツから選択
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ギャラリーの操作方法（リストパーツ）

リストから追加できるパーツ
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ギャラリーの操作方法（リストパーツからメタデータを検索する）

すべての連携メタデータを対象にキーワード検索
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ギャラリーの操作方法（検索結果の絞り込み）

利用条件 ： クリエイティブ・コモンズ・ライセンスなど

分野 ： 書籍、美術、文化財など

時間/時代 ： 縄文・弥生・古墳時代から、令和まで

ファセットから
絞り込んで検索できる
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ギャラリーの操作方法（検索結果の絞り込み）

ファセットを解除
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ギャラリーの操作方法（検索結果の絞り込み―除外検索―）

特定の項目を
除外して絞り込む

①「除外条件を指定」をクリック

②除外したい項目を選択
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ギャラリーの操作方法（画像AI検索―類似画像検索―）

ジャパンサーチに連携している
コンテンツから似た画像を検索
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ギャラリーの操作方法（画像AI検索―類似画像検索―）

自分の持っている画像と
似た画像を検索
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ギャラリーの操作方法（画像AI検索―モチーフ検索―）

探したい画像の
イメージで検索
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ギャラリーの操作方法（リストパーツの表示スタイル変更）

見せ方を調整
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ギャラリーの操作方法（パーツやアイテムの並び替え）

ドラッグ＆
ドロップで
並び替え
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ギャラリーのテンプレート

テンプレートを基にギャラリーを作成可能
26

5種のテンプレートを用意



ギャラリーの詳しい解説について

●操作説明編
ジャパンサーチ
マイノート・マイギャラリー利用ガイド

●実践編
ジャパンサーチ
ギャラリー作成マニュアル

https://jpsearch.go.jp/static/pdf/userguide/
userguide_mygallery.pdf 

https://jpsearch.go.jp/static/pdf/archive
/gallery_manual_01.pdf

2つのマニュアルが利用可能

ジャパンサーチ公式YouTubeチャンネルで動画を公開中

ジャパンサーチ公式YouTubeチャンネル
https://www.youtube.com/@japansearch2673  

27

https://jpsearch.go.jp/static/pdf/userguide/userguide_mygallery.pdf
https://jpsearch.go.jp/static/pdf/userguide/userguide_mygallery.pdf
https://jpsearch.go.jp/static/pdf/archive/gallery_manual_01.pdf
https://jpsearch.go.jp/static/pdf/archive/gallery_manual_01.pdf
https://www.youtube.com/@japansearch2673


ワークスペースの概要

ワークスペースとは
複数人でキュレーションを行うことができる機能 ※連携機関以外が利用する場合は要申請

編集方法はギャラリーと同じ

ワークスペースの使い方
関係者限りで、共同キュレーションを行う

（例）ギャラリーの共同作成、探究学習、ワークショップ、ハッカソン etc.
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班に分かれて演習

①自己紹介（15:05～15:10）

②キュレーション作業（15:10～15:40）

各自のテーマに沿ってギャラリー作成

③意見交換（15:40～16:00）

作成したギャラリーの紹介など、各自発表

全体発表（16:00～16:20）

進行役が意見交換の内容を発表し全体で共有

このあとの予定（15:05～16:00）
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